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今
か
ら
ち
ょ
う
ど

一
〇
〇
年
前
、
第
一
世

界
大
戦
に
勝
利
し
た
英

仏
は
旧
オ
ス
マ
ン
帝
国

領
、
東
地
中
海
の
ア
ラ

ブ
地
域
を
植
民
地
分
割

す
る
。
そ
の
結
果
、
ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
は
、
ト
ル
コ
、

イ
ラ
ン
、
イ
ラ
ク
、
シ
リ
ア
と
い
う
四
つ
の
国
民
国
家

に
よ
っ
て
分
割
・
分
断
さ
れ
た
。
重
層
化
さ
れ
た
植
民

地
主
義
の
歴
史
が
生
み
出
し
た
多
国
間
植
民
地
で
あ

る
。本

作
の
著
者
、
ジ
ャ
ン
・
ド
ス
ト
（Jan D

ost

）
は
、

一
九
六
五
年
、
ト
ル
コ
国
境
に
近
い
シ
リ
ア
領
ク
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
の
街
、
コ
バ
ニ
に
生
ま
れ
た
ク
ル
ド
人
の

詩
人
・
作
家
・
翻
訳
家
だ
。
英
仏
植
民
地
主
義
帝
国
に

よ
っ
て
恣
意
的
に
引
か
れ
た
国
境
線
に
よ
り
ド
ス
ト
は

シ
リ
ア
人
と
さ
れ
、
ア
ラ
ビ
ア
語
を
国
語
と
し
て
修
得

す
る
こ
と
と
な
る
。国
境
が
あ
と
数
キ
ロ
南
だ
っ
た
ら
、

今
ご
ろ
自
分
は
ト
ル
コ
人
と
し
て
ト
ル
コ
語
を
話
し
て

い
た
だ
ろ
う
と
ド
ス
ト
は
言
う
。

ク
ル
ド
語
詩
人
と
し
て
活
躍
す
る
傍
ら
、
コ
バ
ニ
の

学
校
で
自
然
科
学
を
教
え
て
い
た
ド
ス
ト
は
二
〇
〇
〇

年
、
欧
州
に
亡
命
、
現
在
は
ド
イ
ツ
に
暮
ら
す
。
同
じ

く
ド
イ
ツ
に
亡
命
し
作
家
と
な
っ
た
シ
リ
ア
人
、
ラ

フ
ィ
ー
ク
・
シ
ャ
ー
ミ
ー
（
ラ
フ
ィ
ク
・
シ
ャ
ミ
、

一
九
四
六
年
ー
）
が
も
っ
ぱ
ら
ド
イ
ツ
語
で
著
述
す
る

の
と
は
対
照
的
に
、
ド
ス
ト
の
創
作
言
語
は
一
貫
し
て

母
語
の
ク
ル
ド
語
や
ア
ラ
ビ
ア
語
だ
。

二
〇
〇
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
ミ
ジ
ュ
ダ
バ
ー
ド

（M
ijdabād

）』
以
来
、
最
新
作
の
『
ク
ル
デ
ィ
シ
ブ

ス
（al-kurdī sībs

）』（
二
〇
二
〇
年
）
ま
で
、
ド
ス
ト

は
こ
れ
ま
で
に
十
二
の
長
編
小
説
を
著
し
て
い
る
。
最

初
の
四
作
品
は
ク
ル
ド
語
で
書
か
れ
（
本
作
を
含
む
二

作
品
は
作
者
自
身
の
手
で
ア
ラ
ビ
ア
語
に
訳
さ
れ
た
）、

五
作
目
の
『
翻
訳
者
ア
シ
ー
ク
（Ašīq al-m

utarjim

）』

（
二
〇
一
二
年
）
以
降
は
、
す
べ
て
ア
ラ
ビ
ア
語
で
書

か
れ
て
い
る
。
折
り
重
な
る
植
民
地
主
義
の
歴
史
の
結

果
、
自
ら
に
強
制
さ
れ
た
ア
ラ
ビ
ア
語
と
い
う
言
語
で

書
く
こ
と
に
つ
い
て
、
ド
ス
ト
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
言
語
的
追
放
（
母
語
で
は
な
い
ア
ラ
ビ
ア
語
で
著

述
す
る
こ
と
）
は
、
素
晴
ら
し
く
、
好
ま
し
い
追
放
だ

と
言
え
ま
す
。
私
は
圧
力
を
受
け
て
、
ア
ラ
ビ
ア
語
で

書
い
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
ラ
ビ
ア
語
に
寄

せ
る
愛
ゆ
え
に
、
こ
の
こ
と
ば
で
書
い
て
い
る
の
で

す
。
幼
い
時
か
ら
私
は
ア
ラ
ブ
文
学
に
浸
っ
て
き
ま
し

た
。
ア
ラ
ビ
ア
語
と
い
う
、
こ
の
魅
力
に
満
ち
た
こ
と

ば
を
私
は
愛
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
私
の
こ
と
ば
ク

ル
ド
語
を
育
む
乳
だ
っ
た
の
で
す
。
ア
ラ
ビ
ア
語
は
私

の
一
部
で
す
。（
中
略
）
私
は
ア
ラ
ビ
ア
語
を
裏
切
り

た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
私
自
身
の
一
部
を
裏
切
り
た
く
な

い
の
で
す
。
私
の
こ
と
ば
ク
ル
ド
語
で
表
現
す
る
よ
う

に
ア
ラ
ビ
ア
語
で
も
表
現
し
た
い
。
私
は
美
し
い
作
品

を
生
み
出
し
た
い
、
ク
ル
ド
の
痛
み
を
ア
ラ
ビ
ア
語
で

伝
え
た
い
の
で
す
」

歴
史
的
に
俯
瞰
す
れ
ば
、
ア
ラ
ビ
ア
語
を
自
身
の
存

在
の
一
部
と
し
て
生
き
る
こ
と
は
、
植
民
地
主
義
の
時

代
の
は
る
か
以
前
か
ら
、
こ
の
地
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
の
知
識
人
に
と
っ
て
ご
く
自
然
な
こ
と

だ
っ
た
。
ド
ス
ト
は
、
十
七
世
紀
の
ク
ル
ド
人
詩
人
に

し
て
学
者
、
神
秘
主
義
者
、
そ
し
て
ク
ル
ド
・
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ス
ト
で
も
あ
っ
た
ア
フ
マ
ド・ハ
ー
ニ
ー
の『
メ
ー

ム
と
ゼ
ー
ン
』
―
―
ク
ル
ド
の
民
族
叙
事
詩
と
さ
れ
る

―
―
を
ア
ラ
ビ
ア
語
に
翻
訳
し
て
い
る
が
、
自
ら
の
母

語
を
育
む
乳
で
あ
っ
た
ア
ラ
ビ
ア
語
の
世
界
に
、
ク
ル

ド
の
民
族
的
魂
を
贈
り
届
け
よ
う
と
す
る
彼
の
営
み

は
、
ア
フ
マ
ド・ハ
ー
ニ
ー
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、

母
語
と
ア
ラ
ビ
ア
語
の
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
文
化
的
伝
統

の
往
還
の
な
か
で
知
を
紡
い
だ
中
世
の
ア
ラ
ブ
・
イ
ス

ラ
ー
ム
世
界
の
ク
ル
ド
人
知
識
人
の
生
の
あ
り
よ
う

の
、
現
代
に
お
け
る
実
践
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
の
ア

フ
マ
ド
・
ハ
ー
ニ
ー
を
主
人
公
と
す
る
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ッ

ク
な
ミ
ス
テ
リ
ー
小
説『
ミ
ー
ル
ナ
ー
メ（M

īrnām
e

）』

（
二
〇
〇
八
年
、
ク
ル
ド
語
）
や
本
作
を
は
じ
め
、
ド

ス
ト
の
作
品
に
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
時
代
の
中
東
世
界

解

説

岡 

真
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を
舞
台
に
し
た
歴
史
小
説
が
多
い
。
他
民
族
が
共
生
し

て
い
た
想
像
の
帝
国
へ
の
郷
愁
と
い
う
よ
り
も
、
近
代

的
ネ
イ
シ
ョ
ン
に
貧
し
く
、
か
つ
暴
力
的
に
分
断
さ
れ

た
「
今
」
と
は
違
う
別
の
世
界
、
別
の
人
間
の
あ
り
よ

う
、
多
元
的
な
世
界
の
可
能
性
を
文
学
を
通
し
て
提
示

し
て
い
る
の
だ
と
思
う
。

本
作
『
幸
福
な
マ
ル
テ
ィ
ン
（M

arin al-sa‘īd

）』

（
二
〇
一
一
年
）
は
、
原
著
は
ク
ル
ド
語
。
著
者
自
身

が
ア
ラ
ビ
ア
語
に
翻
訳
し
た
も
の
を
日
本
語
に
訳
し

た
。
十
八
世
紀
初
頭
、
ド
イ
ツ
の
片
田
舎
に
暮
ら
す
青

年
マ
ル
テ
ィ
ン
が
『
幸
福
の
秘
薬
の
効
用
の
書
』
な
る

幻
の
書
物
を
求
め
、
オ
リ
エ
ン
ト
を
遍
歴
す
る
歴
史
小

説
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
第
一
章
を
訳
出
し
た
。
オ

ス
マ
ン
帝
国
に
対
す
る
西
洋
の
侵
食
が
始
ま
る
契
機
と

な
る
カ
ル
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
条
約
締
結
場
面
か
ら
始
ま
り
、

主
人
公
が
東
方
世
界
に
出
立
す
る
ま
で
の
経
緯
が
描
か

れ
て
い
る
。

続
く
第
二
章
冒
頭
で
は
、
す
で
に
九
年
九
か
月
と
九

日
が
過
ぎ
去
り
、
マ
ル
テ
ィ
ン
の
帰
郷
場
面
と
な
る
。

親
友
グ
ス
タ
フ
も
、
マ
ル
テ
ィ
ン
が
村
を
出
た
あ
と
す

ぐ
ア
フ
リ
カ
へ
旅
立
ち
、
マ
ル
テ
ィ
ン
帰
郷
の
前
日
に

村
に
戻
っ
て
き
て
い
た
。
再
会
し
た
二
人
は
今
は
亡
き

ハ
ン
ス
の
宿
に
赴
き
、
グ
ス
タ
フ
が
滔
々
と
ア
フ
リ
カ

の
体
験
談
を
語
り
始
め
る
。
睡
魔
に
襲
わ
れ
た
マ
ル

テ
ィ
ン
が
部
屋
に
退
く
と
、
グ
ス
タ
フ
は
食
堂
に
い
た

ス
ペ
イ
ン
人
の
青
年
相
手
に
話
を
続
け
る
。
一
方
、
マ

ル
テ
ィ
ン
が
食
堂
に
置
き
忘
れ
た
手
稿
を
投
宿
し
て
い

た
神
学
生
が
見
つ
け
、部
屋
に
持
ち
帰
る
。
そ
こ
に
は
、

マ
ル
テ
ィ
ン
の
オ
リ
エ
ン
ト
体
験
の
回
顧
録
が
綴
ら
れ

て
い
た
。
こ
う
し
て
グ
ス
タ
フ
が
食
堂
で
語
る
ア
フ
リ

カ
に
お
け
る
奴
隷
狩
り
の
物
語
―
―
そ
れ
は
、
近
代
西

欧
が
い
か
に
し
て
現
代
世
界
の
覇
者
た
る
巨
万
の
富
を

築
き
あ
げ
た
か
と
い
う
「
黒
歴
史
」の
物
語
で
あ
る
―
―

と
、
神
学
生
が
読
む
マ
ル
テ
ィ
ン
の
オ
リ
エ
ン
ト
の
物

語
が
交
互
に
語
ら
れ
て
ゆ
く
。
人
間
の
幸
福
と
は
何
か

と
い
う
哲
学
的
探
求
の
た
め
に
オ
リ
エ
ン
ト
に
赴
い
た

マ
ル
テ
ィ
ン
だ
っ
た
が
、
ア
レ
ッ
ポ
で
財
を
な
し
、
肉

欲
に
溺
れ
、
や
が
て
そ
の
重
い
代
償
を
想
像
だ
に
し
な

か
っ
た
形
で
支
払
う
こ
と
に
な
る
。

叙
述
の
大
半
は
、小
説
的
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
で
は
な
く
、

グ
ス
タ
フ
が
語
る
話
と
オ
リ
エ
ン
ト
で
の
生
を
回
顧
し

て
綴
っ
た
マ
ル
テ
ィ
ン
に
よ
る
一
人
称
の
書
き
物
と
い

う
物
語
的
な
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
（
著
者

は
「
原
注
」
を
随
所
に
施
し
、
本
文
で
は
掘
り
下
げ
ら

れ
な
い
そ
の
他
の
登
場
人
物
た
ち
の
逸
話
を
挿
話
的
に

注
記
し
、
小
説
に
厚
み
を
も
た
せ
て
い
る
）。
こ
う
し

た
物
語
的
叙
述
と
は
対
照
的
に
、
本
作
で
著
者
が
提
起

す
る
問
は
す
ぐ
れ
て
現
代
的
な
も
の
だ
。
と
り
わ
け
、

自
分
た
ち
こ
そ
が
絶
対
的
に
正
し
い
、
自
分
た
ち
こ
そ

が
真
理
で
あ
る
と
す
る
宗
派
主
義
の
ド
グ
マ
と
そ
の
不

寛
容
に
対
す
る
批
判
が
全
編
を
貫
く
。
宗
派
主
義
の
暴

力
の
行
き
着
く
先
の
悲
惨
は
、
マ
ル
テ
ィ
ン
が
逃
亡
の

果
て
に
遭
遇
す
る
「
修
羅
」
と
し
て
、
作
品
の
壮
絶
な

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
構
成
す
る
。
従
来
、
宗
派
主
義
は

中
東
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
内
在
す
る
文
化
的
本
質
で
あ

る
か
の
よ
う
に
見
な
さ
れ
て
き
た
。
Ｉ
Ｓ
（
イ
ス
ラ
ー

ム
国
を
名
乗
る
武
装
組
織
）
の
暴
力
が
た
だ
ち
に
想
起

さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
マ
ル
テ
ィ
ン
の
物
語
と
並

行
し
て
語
ら
れ
る
グ
ス
タ
フ
の
物
語
に
は
、
西
洋
に
よ

る
惑
星
規
模
の
植
民
地
化
の
暴
力
も
ま
た
、
西
洋
中
心

主
義
と
い
う
あ
る
種
の
「
宗
派
主
義
」
に
ほ
か
な
ら
な

い
と
い
う
著
者
の
文
明
論
的
批
判
が
こ
め
ら
れ
て
い
よ

う
。


